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国
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体
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
！
四国各地で街頭演説四国各地で街頭演説

熊本地震の避難所で被災者を見舞う石田政調会長（左から2人目）ら熊本地震の避難所で被災者を見舞う石田政調会長（左から2人目）ら
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プロフィール

生年月日／昭和26年9月1日
家族構成／妻と一男二女

いしだ のりとし

東京事務所

●昭和２６年

●昭和４５年
●昭和５３年
●昭和５４年
●平成  ２年
　平成５年、１５年、１７年、２１年、２4年、26年

国会・政府役職
▪経済産業委員長　▪大蔵政務次官
▪厚生労働副大臣　▪農林水産副大臣を歴任

所属委員会
▪決算行政監視委員会

公明党役職　　　
▪政務調査会長
▪四国方面本部長
▪TPP総合対策本部長
▪一億総活躍推進本部長

高知県高知市生まれ
高知市立旭小学校、西部中学校卒業
高知県立高知追手前高等学校卒業
創価大学大学院修士課程修了
東京都職員となり福祉の現場で働く
衆議院議員　初当選

衆議院議員当選　現在7期目

愛媛県本部「団体ヒアリング」に参加
11月
19・20日
松山市

11月
19・20日
松山市

10月
10日
徳島市

10月
10日
徳島市

11月
5・6日
高知市

11月
5・6日
高知市

12月
3日
高松市

12月
3日
高松市

昨年の参院選で谷あい正明候補の応援に奔走　
　　　　　　　　　　　［6月24日　西条市］

「VOICE ACTION（ボイスアクション）」を実施
青年政策アンケートの協力を呼びかけた
　　　　　　　　　　　　［4月3日　高知市］

「成人の日」記念の街頭演説会で、新成人に
青年政策を紹介 　　　［1月10日　高松市］

徳島県本部新春街頭演説で、政治を前に進める
決意を表明  　　　　　［1月2日　徳島市］

高知県本部「団体の皆様からご意見を
聴く会」に参加

香川県本部「政策要望懇談会」に参加徳島県本部「団体ヒアリング」に参加

〒100－8982
東京都千代田区永田町2－1－2 衆議院第2議員会館1024号

TEL.03－3508－7472  FAX.03－3508－3352

石田のりとしTIMES 2017年（平成29年）1月 2017年（平成29年）1月石田のりとしTIMES

1月

ご
挨
拶

　
日
頃
よ
り
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
政
府
与
党
の
一
員
と
し
て
、
経
済
再
生
、
社

会
保
障
の
充
実
な
ど
の
諸
課
題
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
は
年
金
受
給
資
格

の
取
得
期
間
を
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
す
る
法

律
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
約
64
万

人
が
本
年
10
月
か
ら
新
た
に
年
金
を
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
、
無
利
子

奨
学
金
の
成
績
要
件
撤
廃
な
ど
、
庶
民
に
寄
り

添
う
公
明
党
ら
し
さ
を
発
揮
し
、
政
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

を
守
り
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
が
隅
々
ま
で

ゆ
き
わ
た
る
日
本
経
済
の
構
築
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
発
災
か
ら
6
年
を
迎
え
る
東
日
本

大
震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
全
国
各
地
で
起
き
た

自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
政
府
・
与
党

あ
げ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
対
策
、
首
都
直
下
地
震
対
策
等
の
防
災
・
減

災
対
策
を
し
っ
か
り
と
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

［5月2日　熊本市南区］

石田のりとし



四 国 各 地 を 奔 走！四 国 各 地 を 奔 走！

臨時国会での主な成果臨時国会での主な成果
　
公
明
党
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
農
家
の
安
定
経
営
を
下
支
え
す
る
た

め
の
収
入
保
険
制
度
の
創
設
に
向
け
て
の
法
案
が
、
い
よ
い
よ
通
常
国

会
で
提
出
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　
補
償
内
容
に
つ
い
て
は
、
過
去
５
年
間
の
平
均
収
入（
５
中
５
）を
基

準
収
入
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９
割

を
下
回
っ
た
場
合
に
、下
回
っ
た
額
の
９
割
が
補
償
さ
れ
る
。

　
対
象
収
入
は
農
業
者
が
自
ら
生
産
し
て
い
る
農
産
物
の
販
売
収
入
全

体
が
対
象
と
な
る
が
、
コ
ス
ト
増
も
補
て
ん
す
る
肉
用
牛
肥
育
経
営
安

定
特
別
対
策
事
業（
マ
ル
キ
ン
）等
の
対
象
で
あ
る
肉
用
牛
、
肉
用
子
牛
、

肉
用
豚
、鶏
卵
に
つ
い
て
は
、収
入
保
険
制
度
の
対
象
品
目
か
ら
除
外
し
、

そ
れ
ら
と
他
の
品
目
と
の
複
合
経
営
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
他
の

品
目
の
み
収
入
保
険
制
度
に
加
入
で
き
る
。

　
補
て
ん
方
式
に
つ
い
て
は
、
掛
け
捨
て
の
保
険
方
式
と
掛
け
捨
て
と

な
ら
な
い
積
立
方
式
の
組
み
合
わ
せ
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
積

み
立
て
方
式
を
組
み
合
わ
せ
る
か
は
選
択
で
き
、
保
険
料
に
つ
い
て
は

50
％
、積
立
金
に
つ
い
て
は
75
％
を
国
庫
補
助
と
す
る
。

　
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と

し
、５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
る
者
を
基
本
と
す
る
が
、青
色
申

告（
簡
易
な
方
式
を
含
む
）の
実
績
が
１
年
分
あ
れ
ば
加
入
で
き
る
事
と

な
っ
た
。

　
今
後
、制
度
の
細
部
を
詰
め
て
い
き
、法
案
が
成
立
し
た
の
ち
、シ
ス

テ
ム
の
整
備
等
の
準
備
期
間
を
経
て
、早
け
れ
ば
平
成
30
年
の
秋
に
、年

産
で
言
え
ば
平
成
31
年
産
か
ら
加
入
申
請
を
開
始
す
る
見
込
み
で
、
こ

れ
に
先
駆
け
て
、収
入
保
険
制
度
導
入
に
向
け
て
の
、加
入
申
請
や
青
色

申
告
等
に
関
す
る
相
談
体
制
が
早
期
に
つ
く
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
産
か
ら
コ
メ
の
直
接
支
払
交
付
金
な
ど
が
打
ち
切

ら
れ
、
収
入
保
険
制
度
開
始
ま
で
１
年
の
間
が
あ
く
こ
と
か
ら
、
石
田
祝

稔
政
務
調
査
会
長
は
、「
農
業
者
に
安
心
し
て
頂
け
る
よ
う
な
知
恵
を
出

し
て
い
け
る
よ
う
、今
後
と
も
政
府
へ
働
き
か
け
て
い
く
」と
述
べ
た
。

伊予市のため池を視察。山側の
護岸整備の要望を受けた。災害
時に決壊しないかとの不安の声
をお聞きした。後日、予算が付
き、整備する運びとなった。

小豆島を訪問し、菊をハウス栽
培されている花き農家を視察。
Ｕターンで小豆島に帰ってこら
れ、農家を継がれた若手農家か
ら、現状をお聞きした。

「世界津波の日」制定後初めて
となる大規模津波防災総合訓練
が高知市で行われ、石井啓一国
交相と共に参加。応急・救急処
置などの訓練を視察した。

板野郡・海部郡の6町で行政懇
談会を開催。海部道路の早期事
業化や子育て支援、地方創生、
第一次産業の支援、社会保障問
題、河川整備など地域で抱える
多岐にわたる要望を受けた。

第24回参議院議員選挙
公明党得票一覧（選管確定）

農林水産の成長へ農林水産の成長へ

公
明
提
案
▼  

農
産
物
の
価
格
下
落
備
え

5月14日板野郡・海部郡2月20日伊予市11月5日高知市2月14日小豆島

3 22017年（平成29年）1月2017年（平成29年）1月 石田のりとしTIMES 石田のりとしTIMES

ＪＡグループが開催している商談会で、担当者
から説明を聞く井上幹事長、石田政務調査会長
（左端）ら　　　　　　　　　［3月 9日　都内］

衆院予算委員会で安倍首相に奨学金制度の拡充について質問する石田政務
調査会長　　　　　　　　　　　　　　　［9月30日　衆院第１委員会室］

安倍首相に「ニッポン１億総活躍プラン」の策定に関する提言を申し入れる
石田政務調査会長（左から4人目）ら　　　　　［4月 26日　首相官邸］

７選挙区の完勝を果たし、激戦を勝ち抜いた候補者名に公明党の赤いロゴ
マークを付ける山口代表ら　　　　　　［7月10日　党本部開票センター］

吉野川下流漁業対策協議会より、吉野川の漂流
物や土砂の堆積に対するご要望を頂く
　　　　　　　　　　　［5月29日　徳島市］

ＣＬＴを活用した高知県森林組合連合会の新事務
所「高知県森林会館」を視察し、ＣＬＴの活用につ
いて設計者らと意見交換した［7月15日　南国市］

公明党得票数　7，572，960

7 選挙区の得票数

埼　玉 当 西田　まこと 642，597 現職

東　京 当 竹谷　とし子 770，535 現職

神奈川 当 三浦　のぶひろ 629，582 新人

愛　知 当 里見　りゅうじ 531，488 新人

大　阪 当 石川　ひろたか 679，378 現職

兵　庫 当 伊藤　たかえ 542，090 新人

福　岡 当 高瀬　ひろみ 467，752 新人

比例区
当 ① 長沢　ひろあき 942，266 現職
当 ② あきの　公造 612，068 現職
当 ③ よこやま　信一 606，889 現職
当 ④ 熊野　せいし 605，223 新人
当 ⑤ 谷あい　正明 478，174 現職
当 ⑥ 浜田　まさよし 388，477 現職
当 ⑦ 宮崎　勝 18，571 新人
　 ⑧ 竹内　真二 7，489 新人
　 ⑨ 高橋　秀明 5，878 新人
　 ⑩ 星　英一郎 5，666 新人
　 ⑪ 竹内　秀伸 4，334 新人
　 ⑫ 高田　清久 3，497 新人
　 ⑬ 坂本　道応 3，377 新人
　 ⑭ 佐藤　史成 3，226 新人
　 ⑮ 千葉　宣男 2，560 新人
　 ⑯ 飯塚　栄治 2，440 新人
　 ⑰ 栗岡　哲平 1，533 新人

※「公明党」と書かれたもの3，881，290を含む

■

■

■

■

■

無年金対策が前進無年金対策が前進無年金対策が前進

年金制度の長期安定めざす国民年金法改正案年金制度の長期安定めざす国民年金法改正案年金制度の長期安定めざす国民年金法改正案

配偶者控除見直し配偶者控除見直し配偶者控除見直し

返済不要の給付型奨学金「進学」後押しへ
「十分な規模」に
返済不要の給付型奨学金「進学」後押しへ
「十分な規模」に
返済不要の給付型奨学金「進学」後押しへ
「十分な規模」に

「簡素な給付措置」を２年半分支給「簡素な給付措置」を２年半分支給「簡素な給付措置」を２年半分支給

約64 万人の無年金者が受給対象へ

世代間の支え合いを盤石にし、現役世代が安心して
高齢者を支えられる制度へ

パート主婦がいる世帯などで、あらたに約300万世帯が
所得税軽減の対象へ

17年度から先行実施。18年度から本格実施へ

本年３月頃から各市町村への申請手続きが開始され、
２年半分として１人につき1万5000円を一括で支給へ

・年金受給の資格取得期間を25 年から10 年に短縮！
（公明党の主張により消費税引き上げを待たずに本年
10月から支給開始）

・年金額改定ルールの見直しで、万一不測の経済状況が
起きても、将来の年金給付水準を確保

・満額３８万円の控除を受けられる要件の配偶者給与年
収上限を「１０３万円以下」から「１５０万円以下」に引き
上げ

・住民税非課税世帯の進学希望者に月額２～４万円を給
付、さらに児童養護施設の出身者には入学時２４万円を
追加支給

・公明党の強い主張により、従来の水準（年間６０００円）
が守られた。所得の低い2，200万人が対象


